
「平成２８年度普及に移す成果」 

 

 

 

 

近年，黄化葉巻病耐病性品種の発病や他のウイルス病等の発生が増加する傾向にあり，

的確な防除対策を講じるためには迅速で正確な診断を行う必要があります。そこで，難診

断であるトマト黄化葉巻ウイルス（TYLCV）の簡易検出法を開発し，的確な防除対策の実

施に活用できるようになりました。 

 

 

TYLCV による病害の防除には迅速な診断が不可欠です。目視による診断が困難な場合

は，遺伝子診断法により検定を行っていましたが，専用の機器・試薬と技術が必要な

ため，研究所などでしか実施できませんでした。そこで，農業改良普及センターなど

で簡易に４時間程度で診断できる技術を開発しました。  

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

１）本検定は，農業改良普及センターや病害虫防除所等で実施可能ですが，使用する試薬等

は園芸研究所で調整したものを使用して下さい。 

  ２）植物試料は生長点付近の新鮮な葉を用いて下さい。特に耐病性品種では TYLCV の

蓄積量が少ないため，古い葉を用いると検出できない場合があります。 
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